


松山環状線S49-H11

松山観光港

松山インター

松山市域 429 k㎡
都市計画区域214 k㎡
市街化区域 70 k㎡
調整区域 144 k㎡
人口 516千人
降水量（H23) 1633mm

1級河川重信川

石手川ダム

松山空港

松山環状線
S49～H11

松山市都市計画図

道後温泉JR松山駅 松山城

エミフルＭＡＳＡＫＩ
フジグラン重信

イオン 愛大病院

三越

高島屋

グランフジ

ガンセンター



・災害に強い安全･安心のまちづくりの推進
・少子高齢化社会への対応･コンパクトシティの実現
・経済のグローバル化への対応、雇用環境の改善
・産業の育成・経済の活性化
・環境負荷の低減
･生きる力を育む教育の推進

等々

課題の多様化、複雑化 ⇒ 解決策の複合化

【公】【民】【学】の連携と協働

それぞれの個人や組織が、様々な場面で臨機応変に連携、協働して解決に取り組む

民
市民 店舗 企業 等

松山市･（ＮＰＯ・国･県）

愛媛大学・松山大学・松山東雲女
子大学・聖カタリナ大学・東京大学

学

連携のコア

ＵＤＣM
施設・スタッフ

MOBRU

連携の
プラットフォーム

連携協働・
ネットワーク

公

時代の
潮流

研究の蓄積・専門性・学生の発想力･
企画力



L字地区再開発

再
開
発



母都市の規模

2006
柏の葉

2008
横浜

2008
郡山

2012
福岡

2014
松山

新市街地型

出典：「アーバンデザインセンター（アーバンデザインセンター研究会）」をもとに作成

カ
テ
ゴ
リ

ロードサイド
地区型

地方小都市型

既成市街地型

～１０万 ３０万 ５０万 １００万～

2008
田村

既成市街地型

３０万 ５０万

2016
草津市

埼玉市

2015

柏



つくばエクスプレス

柏の葉キャンパス駅

東京大学柏キャンパス

千葉大学柏の葉キャンパス

柏の葉アーバンデザイ
ンセンター活動対象エ
リア

三井不動産（株）

柏ゴルフ倶楽部⇒土地区画
整理事業へ

関係機関
柏市、三井不動産、首都圏新都市鉄道、柏商工会議所、
田中地域ふるさと協議会、東京大学、千葉大学

柏の葉
国際キャンパスタウン構想
・環境共生都市
･健康未来都市
・新産業創造都市



２．役割と体制 ＵＤＣＭの運営体制（連携のプラットフォーム）

（監理運営組織）

会長
副会長

委員

計
１３名

松山市都市再生協議会

（執行組織）＝ 連携のコア

松山アーバンデザインセンター

民

学

公

構成団体

松山商工会議所（１名）
伊予鉄道㈱（１名）
㈱まちづくり松山（１名）

東京大学（１名）、愛媛大学（２名）
松山大学（１名）
聖カタリナ大学（１名）
松山東雲女子大学（１名）

松山市（４名）

センター長

副センター長

プロジェクト
アドバイザー

各プロジェクトを統括し、全体
のアーバンデザインについて
指示・調整等を行う

ディレクター

プロジェクトごとに、専門的観
点から指導・助言等を行う

建築、再開発、イベント・広報
等、各担当における様々な事
業の企画・調整・連携を図りな
がら、ＵＤＣＭの事業執行を担
う

プロジェクトＡ

プロジェクトＢ

プロジェクトＣ

プロジェクトＤ

都市ビジョンの再構築

アーバンデザインスクール

道後温泉まちづくり

街なか再生社会実験

実施、技術支援・マネジメント



団体名・肩書 氏 名 役職

地域経済団体 松山商工会議所 会頭 森 田 浩 治

公共交通事業者 伊予鉄道㈱ 取締役・運輸事業本部長 玉 井 伸 二

まちづくり団体 ㈱まちづくり松山 代表取締役会長 日 野 二 郎 監事

大学

愛媛大学防災情報研究センター長 矢田部 龍 一 会長

愛媛大学大学院 理工学研究科教授 吉 井 稔 雄

松山大学法学部教授 妹 尾 克 敏 監事

聖カタリナ大学 教授 山 本 克 司

松山東雲女子大学 学長補佐 善 本 裕 子

東京大学大学院 工学系研究科 教授 羽 藤 英 二 副会長

行政

松山市 副市長 梅 岡 伸一郎 副会長

松山市 都市整備部
（開発・建築担当）部長

隅 田 完 二

松山市 都市整備部長 青 木 禎 郎

松山市 産業経済部長 平 野 陽一郎

松山市都市再生協議会 平成28年4月1日現在



役職 肩書 氏 名

センター長 東京大学大学院工学系研究科教授 羽藤 英二

副センター長 愛媛大学アーバンデザイン研究部門教授 曲田 清維※

副センター長 愛媛大学大学院理工学研究科准教授 羽鳥 剛史

シニアディレクター 愛媛大学アーバンデザイン研究部門教授 松本 啓治※

ディレクター 愛媛大学アーバンデザイン研究部門助教 小野 悠 ※

ディレクター 愛媛大学社会共創学部 助教 片岡 由香

ディレクター 愛媛大学アーバンデザイン研究部門客員研究員 西村 正

ディレクター 愛媛大学アーバンデザイン研究部門客員研究員 浅子 佳英

ディレクター 愛媛大学アーバンデザイン研究部門研究員 新居田真美※

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 愛媛大学社会共創学部 教授 松村 暢彦

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 愛媛大学教育学部教授 千代田憲子

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ NPOいよココロザシ大学理事長 泉谷 昇

UDスクール運営委員 松山大学経営学部 准教授 河内 俊樹

UDスクール運営委員 聖カタリナ大学人間健康福祉学部 畔地 利枝

UDスクール運営委員 松山東雲女子大学人文科学部 講師 直井 玲子
客員研究員 （株）復建調査設計松山支店技術課長 石飛 直彦
事務職員 愛媛大学アーバンデザイン研究部門研究補助員 大野 利恵※

松山アーバンデザインセンター（執行組織）

※は、常駐職員

・上記スタッフのほかにもプロジェクトアドバイザー（大学教員等）、研究員（交
通計画・都市計画・デザインの専門家、博士課程学生等）等が参加していく予定。

平成27年4月1日現在



愛媛大学社会連携推進機構
防災情報研究センター

アーバンデザイン研究部門

負担金

寄附・委託 成果報告

事業者等 大学等市民等

連携、協働、
コーディネート

松山市

委託

アドバイス

コンサル ..

…

松山アーバンデザインセンター

・東京大学
・愛媛大学 等

松山市都市再生協議会

構成員
・松山商工会議所
・伊予鉄道（株）
・（株）まちづくり松山
・松山市
・愛媛大学 等

Ｕ
Ｄ
Ｃ
Ｍ

運
営
体
制



交わる
子供からお年寄りまで
みんなが集う広場
交流、休憩、遊び

知る
まちづくりの情報発信
まちライブラリー

まちなかマガジン【もぶる】
発行
FM愛媛ラジオ番組「まちラ
ジ」

創る
地域デザイン
道後温泉活性化
花園町道路空間再配分
一番町大街道口景観整備
L字地区再開発
ワークショップ

学ぶ
アーバンデザインスクール
アーバンデザイン研究会



分類・項目 事業内容

政策・企画（研究・提案）

歴史･文化まちづくり研究会 ・歴史･文化的資源の活用（子規と漱石、伊予鉄道の歴史研究、古写真等）

松山交通研究会・若手経営者の生業研究会 ・電車･バス･自転車と居住地との連携研究

都市ビジョン研究 ・松山市の未来像のあり方の提案

ハード事業（実証実験・事業創出）（デザインマネジメント）

拠点(センター施設)運営 ・まちづくり相談、スクールや研究会開催、市民活動の場、大学のゼミ

みんなの広場整備
（賑わい再生社会実験）

・交流施設管理運営、イベント企画、効果検証 等

花園町通り空間改変・Ｌ字地区等再開発支援 ・駐輪場・道路空間・沿道景観・愛称・勉強会支援・技術的支援

公共交通活性化 ・路面電車等の利便性向上、自転車利用促進、フリンジ駐車場

道後温泉活性化 ・道後温泉活性化に向けた研究

ソフト事業（交流・学習・情報発信）

アーバンデザインスクール ・参加型の学習プログラム実施 等

まちづくり活動支援 ・市民等まちづくり活動への助言・支援 等

ワークショップ開催 ・声優ワークショップ、編集ワークショップ（まちづくり新聞）

メディア連携、発信 ・ＨＰ、ラジオ（まちラジ）、広告、ＳＮＳ等への戦略的発信 まちづくり新聞 等



デザインワークショップ

元は100円ＰＡ

芝張りワークショップ



芝養生後 隣の店が壁面に絵を！

土曜夜市

３．１１



壁面映画会 学生コンサート 本箱DIY

噴水をプールに 移動動物園







学生が企画・実施したお化け屋敷

山で竹切り

テント
張り

トンネ
ル造り

トンネ
ル作り

お化
けアイ
テム

お化
けアイ
テム

お化
けアイ
テム

お化
けメン
バー





屋台DIYレゴでまちづくり ガラスにお絵かき



絵本の読み聞かせ

スタッフミーティング

社会実験運営委員会

まち＠ラジ

JCOMM視察

まち＠ラジ交流会



松山アーバンデザインスクールとは

学生から一般市民まで、まちへの思いを持った幅広い世代が集い、
地元の関係者との交流を深めながら、まちづくりの企画から実践に
至るまで、まちづくりに関わる一連のプロセスを体験し、その中で
まちづくりの進め方を学んでいく学習プログラム

まちづくりの
学び × まちの

魅力創出



松山アーバンデザインスクールとは

ささやなかことでも良い、

松山市が魅力的で誇りある街に

一歩一歩近づくことに、

貢献すること

を目指す



スクールの体制

愛大松大

東雲
女大

聖カ大

A班 B班 C班

４大学教員

４大学学生 社会人×

まちなかの
スクールアドバイザー

松山市 アーバンデザインスクール生徒

運営／サポート

サポート

サポート

松山市民
／企業交流

まちづくり活動Ａ まちづくり活動Ｂ まちづくり活動Ｃ

アーバンデザインスクール
運営委員会

創発 創発



プログラムの内容

第1回 ガイダンス

第2回 まちづくりワークショップ

第3回 まち歩きの実施

第4回 まち歩きの発表

第5回
まちづくりレクチャー『マーケティ

ングの視点から見るまちづくり』

第6回
まちづくりレクチャー

『松山市のまちづくりの課題』

第7回 まちづくり事例の自主調査

第8回 まちづくり事例の自主調査発表

（全2回）第9回

第10回
テーマ決めワークショップ

by 第1期生 （全3回）
第11回

第12回

第13回 プロジェクトテーマの発表

第14回
プロジェクト企画書の作成

（全3回）
第15回

第16回

中間発表会

第17回
～

第20回

・プロジェクト企画の実施検討

・地元関係者との協議

プロジェクト企画の実施

最終発表会

12月

1月

2月

3月

5月

6月

7月

8月

11月

(‘15年)

(‘16年)

• 開講期間：一年間（全20回程度）

• 開講日時：隔週（金曜日） 18時30分～20時30分

4月

地元の関係者と協議しつ
つ、プロジェクトを実践



スクール生の企画

プロジェクト企画 メンバー

A 大街道の飲食店紹介マップ製作『ぼっち・つれてってマップ～』 学生5名

B 愛媛の食文化を題材とした情報発信 『愛媛の「食」』 学生2名

C 『椿の香り』を生かしたまちづくりプロジェクト 学生4名/社会人3名

D 道後地区の魅力発掘まち歩きイベント 学生3名/社会人1名

E まちなか広場を活用した手づくりプール 学生2名

F スクール生の活動紹介ポータルサイト 学生1名

G 道後地区の源泉を巡るまち歩きイベント『道後源泉ウォーク』 学生5名/社会人1名

１期生（2014年11月～2015年11月）

プロジェクト企画 メンバー

A 『路地裏映画館on正安寺通り』 学生5名

B 空き家を活用した写真館プロジェクト 学生2名

C 『段ボールでつくるじぶんたちのまち』 学生4名/社会人3名

D 『伊予太郎鉄道 IYOTARO RAIKWAY』 学生3名/社会人1名

E 『名もなき公園プロジェクト＠柳井町商店街』 学生2名

F 地元の暮らし紹介ポータルサイト『ジモティLife松山』 学生1名

G 『椿の香り』を生かしたまちづくりプロジェクト 学生5名/社会人1名

２期生（2015年11月～2016年11月）

マップ製作

地域ブランド

まち歩き

空間デザイン（遊び場）

空間デザイン（文化）

空間デザイン（交流）

空間デザイン（遊び場）

公共交通

空間デザイン（交流）

情報発信

マップ製作

まち歩き

情報発信

情報発信

地域ブランド



地元商店街の仕組みの理解、配布協力の取り付け

違法駐輪による景観問題への貢献、利用時間、料金

大街道の飲食店紹介マップ製作 『ぼっち・つれてってマップ』企画A

企画 地元商店街組
合にプレゼン

アンケート
調査の実施

補助金
の申請

各店舗
に取材

ラフ案
の作成

デザイナー
との打合せ

印刷
完成



現状
 各所に椿の見所がある

 椿が道後の魅力となり得る
要素はたくさんあるが，
注目度は未だ低い

椿のブランド化
椿の“香りの路”を作ることで
「椿の道後」のブランド化を図る

「椿の道後」の定着
 「椿の道後」ブランドの確立により，
松山・道後観光の魅力として定着

「椿の道後」の発展
 「椿の道後」ブランドの商業展開

→道後椿オリジナル商品の発売

 椿を基にした“松山市の香り”制定
によりオフィシャルブランド化

椿によるまちづくり構想

『椿の香り』を生かしたまちづくりプロジェクト』企画C

企
画

中間
発表

香りの
研究

道後温泉旅館
協同組合にプ

レゼン

専門学校
に協力依
頼

道後温泉旅館
協同組合にプ

レゼン

イベン
ト実施

報告
評価

市民・行政・企業・大学の関係者からアドバイスをもらう

予算面の試算、より具体的な工程を確認される

地元の椿協会の方に意見をもらう

前回のプレゼンで得た課題をクリアにした

次の関連企画について
前向きなコメントをいただく



プロジェクトの成果②

☆椿の香りでおもてなし（2015.10.1~4）

概要：道後温泉本館にて椿の香りを演出

イベント内容
 道後温泉本館入口で香り演出

（アロママシン）

 本館２階休憩室で香り演出
（リードディフューザー）

↓愛媛新聞（10/02）

『椿の香り』を生かしたまちづくりプロジェクト』企画C



2015年10月3日（土）、10月4日（日）

松山アーバンデザインセンター

道後温泉旅館協同組合
道後商店街振興組合
道後温泉誇れる
まちづくり推進協議会

松山市

道後振鷺亭

日時

企画D 道後地区の魅力発掘まち歩きイベント

場所

主催

協賛

協賛

湯玉とみつける道後の魅力 みんなでつくろう道後マップ

松山市民を対象としたまちあるきを行い、地域住民自身で
道後の魅力を探してもらう



まちなか広場を活用した手づくりプール企画E

来客数
こども：207名
大人：約300名

ラジオ 1局
新聞社 1社
テレビ 5局



5～7月初旬
①コンセプトづくり
②企画立案

7月中旬
③専門家との打合せ
④企画修正

8月中旬（本番直前）
⑤近隣住民あいさつ
⑥土嚢作り・組み立て

本番
8/21（金）～23（日）

進め方

保護者の意見
・異年齢の子達もたくさんいてとっても良い企画と思いました。
・手づくり感もとてもgood
・なかなかまちなかで，しかも水遊び（子どもの大好きな）ができる場所は作れない
・身体を使ってのびのび外で遊べる場所は少ない

豊かな感性が育まれる 物事に取り組むやる気、集中
力、粘り強さが身につく

同世代や異世代の友達や地域と
関わることで社会性が身につく

企画E 道後地区の魅力発掘まち歩きイベント



まちづくり担い手育成プログラムにおける学習プロセスに関する研究
ー松山アーバンデザインスクールの試みー

土木計画学研究発表会 小川直史，片岡由香，羽鳥剛史（2016）



松山市中心部

JR松山駅

松山市駅

松山城

道後温泉

●位置

4.5Km

一番町大街道口の景観整備（アーケード改修）



８／２６ アエル松山オープン

旧一番町大街道口 一番町大街道口デザインパース

一番町大街道口アーケード改装

13F
1～2F商業
3～4Fブライダル
5～13Fカンディオホテルズ

一番町大街道口の景観整備（アーケード改修）



一番町大街道口の景観整備（アーケード改修）



松山市中心部

JR松山駅

松山市駅

松山城

道後温泉

4.5Km
26

花園町通り空間改変事業



花園町通り空間改変事業



えひめまるごと１５分『まちラヂ』FM愛媛 毎週水曜日
11時40分～55分

39

10/10 南雲勝志氏 ２/１５ 声優ワークショップメンバー





ラジオ音楽ドラマ「架空のまち」～子規、漱石の青春番地～

漱石松山中学赴任120年、漱石没後100年を記念し、「架空のまち」～子規、漱石の青春
番地～を制作した。俳優・森一馬氏を迎え、約40名のメンバーが参加し、声優ワーショッ
プをおこなった。
収録 平成28年1月30日

全員で効果音の収録やタイトルコール、女子高生のおしゃべり、店内のがやがや風景な
ど、みんなで楽しく収録を行った。

12月12、13日声優ワークショップ風景 台本の読み方練習



編集ワークショップ・まちなか新聞

編集ワークショップ 平成28年度

アーバンデザインセンターの情報発信やまちなか情報を発信するため、まちなか新聞の
制作を目指し、ワークショップを開催している。参加人員22人、第2、第4週開催
5月10日～8月23日 0号新聞を2種類作成、9月から本格的に新聞作成を行う。
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14作品がエントリー パネルセッション 街頭プレゼン 壇上プレゼンおよび審査

７作品が表彰



歴史･文化を活かしたまちづくり
漱石と子規 愚陀仏庵シンポジウム及びまちあるき
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U-30 都市計画設計競技 『風景づくり夏の学校』

道後温泉地区再整備
●目的
「道後温泉活性化の基本方針」（Ｈ２５策定）を踏まえた具体の計画策定
●内容

本館・冠山周辺、椿の湯周辺、上人坂・伊佐爾波神社周辺を中心に、
回遊性向上等のための整備に向けた基本計画策定





【最優秀賞】道後六物語
チーム名：[1407]早稲田大学
メンバー：内田将大、茅根哲郎、加藤真梨菜、吉江俊、山田周、石川大樹、野原かなえ、福澤香織



【内藤賞】道後かるた
チーム名：[1423]
メンバー：吉田涼子、田頭亜里、魚本大地
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道後温泉（仮称）椿の湯別館構想図

平成27年7月14日道後温泉活性化フォーラム

出席者 愛媛大学防災情報研究センター助教
松山アーバンデザインセンターディレクター 片岡 由香
道後温泉旅館協同組合 鮒田 好久
道後温泉誇れるまちづくり推進協議会 山澤 満
コンソーシアム道後アートプロジェクト 松波 雄大
東京大学大学院工学系研究科
都市生活学･ネットワーク行動学研究グループ 芝原 貴史
愛媛大学法文学部観光まちづくりコース 亀田 真美

建築家・東京大学名誉教授
内藤廣建築設計事務所代表 内藤 廣
松山市長 野志 克仁
東京大学大学院工学系研究科教授
松山アーバンデザインセンター長 羽藤 英二


